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１１⽉１１⽇（⼟） 
 
９：３０−１０：３０ [会場 S302] 
研究報告（１） 座⻑：後藤 允（東京理科⼤学） 

“Optimal Lockdown Decisions of the Stochastic SIR Model for Controlling Medical 
Resources” 

 ⼋⽊ 恭⼦（東京都⽴⼤学）・佐藤 公俊（神奈川⼤学）・澤⽊ 勝茂*（⻘⼭学
院⼤学） 

「⽀払意思額とリアルオプション―政策・規制決定への適⽤―」 
 ⾼嶋 隆太*（東京理科⼤学）・伊藤 和哉（政策⼤学院⼤学/東京理科⼤学） 
 
１０：４０−１２：１０ [会場 S302] 
研究報告（２） 座⻑： 宮⼝ 直也（アジュアスカイコンサルティング(株)） 

「原油市場とバルチック海運指数の因果関係に関する実証分析」 
 ⼤川 寛之（神⼾⼤学⼤学院） 

「鉱⼭開発プロジェクトの経済性評価において地質的不確実性を結合させた リアル
オプション分析モデルの提案」 

 安達 毅*（秋⽥⼤学）・ムハンマド ラーマン アードヒアンシャ（バンドン
イスラム⼤学） 

「ロイヤリティを考慮したマンガン団塊開発モデルのリアルオプション分析」 
 佐々⽊ 俊忠*（秋⽥⼤学⼤学院）・安達 毅（秋⽥⼤学） 
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１１⽉１１⽇（⼟） 

公開シンポジウム「秋⽥の⾵⼒発電：持続可能な未来に向けて」 
会場：国際資源学部 1 号館 S302（および専⽤ Web 会議室（別ページ「会場・Web 会議室案
内」参照）） 
 
１３：３０−１４：２０ 
司会：⾼嶋 隆太（東京理科⼤学） 
「⾵⼒発電と地域創⽣〜今あきたで何が起きているか〜」 
佐藤 裕之（(株)ウェンティ・ジャパン 代表取締役社⻑） 
 
１４：２０−１５：００ 
司会：⾼嶋 隆太（東京理科⼤学） 
「秋⽥県における再⽣可能エネルギーの導⼊拡⼤と関連産業集積拠点の形成に
向けて」 
三浦 均（秋⽥県産業労働部 クリーンエネルギー産業振興課 課⻑） 
 
１５：０５−１５：４５ 
司会：⾼嶋 隆太（東京理科⼤学） 
「脱炭素化と地域活性化の両⽴に向けた秋⽥のエネルギーフロー分析」 
古林 敬顕（秋⽥⼤学 ⼤学院理⼯学研究科 共同サステナブル⼯学専攻 准教授） 
 
１５：４５−１６：２５ 
司会：⾼嶋 隆太（東京理科⼤学） 
「再⽣可能エネルギー電源の連系拡⼤に向けた当社の取り組みや電⼒系統の状
況等について」 
福⽥ 仁（東北電⼒ネットワーク(株) 秋⽥⽀社 副⽀社⻑） 
 
パネルディスカッション 
１６：３０−１７：１５ 
モデレーター：服部 徹（(⼀財)電⼒中央研究所社会経済研究所 副所⻑） 
秋⽥の⾵⼒発電：持続可能な未来に向けて 
パネリスト： 
佐藤 裕之（(株)ウェンティ・ジャパン 代表取締役社⻑） 
三浦 均（秋⽥県産業労働部 クリーンエネルギー産業振興課 課⻑） 
古林 敬顕（秋⽥⼤学⼤学院理⼯学研究科 共同サステナブル⼯学専攻 准教授） 
福⽥ 仁（東北電⼒ネットワーク(株) 秋⽥⽀社 副⽀社⻑） 
１２：２０−１３：２０ 役員・評議員会（S301・専⽤ Web 会議室（別ページ「会場・Web
会議室案内」参照）） 
 
１７：２０−１８：２０ 総会（S302・専⽤ Web 会議室（別ページ「会場・Web 会議室案
内」参照）） 
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１１⽉１２⽇（⽇） 
９：００−１０：３０  [会場 S302] 
研究報告（３） 座⻑：今井 潤⼀（慶應義塾⼤学） 

「Feed-in Premium 制度の政策選択 −売電収益と国⺠負担の双⽅向の視点から−」 
 伊藤 和哉*（政策⼤学院⼤学/東京理科⼤学）・⾼橋 諒（東京理科⼤学）・⾼

嶋 隆太（東京理科⼤学） 
「⼀般海域における洋上⾵⼒発電の⼊札制度の変更に関する考察」 

 市村 将太（⻘⼭学院⼤学） 
「⻑期脱炭素電源オークションに向けた投資の意思決定 −費⽤の不確実性の影響を
中⼼に−」 

 服部 徹（(⼀財)電⼒中央研究所） 
 
１０：４５−１１：４５ [会場 S302] 
研究報告（４） 座⻑：伊藤 晴祥（⻘⼭学院⼤学） 

“The effect of both sides operational flexibility in capacity investment under model 
uncertainty” 

 今井 潤⼀（慶應義塾⼤学）・辻村 元男*（同志社⼤学） 
“Venture Business Project Valuation with the Risk Sensitive Value Measure and Both 
Sensitive Value Measure” 

 武内 幸⽣*（南⼭⼤学）・⽵澤 直哉（南⼭⼤学）・宮原 孝夫（名古屋市⽴⼤
学） 

 
１３：００−１４：３０ [会場 S302] 
研究報告（５） 座⻑：辻村 元男（同志社⼤学） 

「友好的 M&Aによる産業進出戦略：⼤型合併と段階的合併」 
 鈴⽊ 幹*（東京理科⼤学）・下清⽔ 慎（東京理科⼤学）・後藤 允（東京理科

⼤学） 
「CSR活動投資のリアルオプション-収益化確率の影響-」 

 ⼤賀 雄太郎*（東京理科⼤学）・伊藤 和哉（政策⼤学院⼤学/東京理科⼤学）・
⾼嶋 隆太（東京理科⼤学） 

「サステナビリティリンクボンドに内包されたリアルオプションの価値評価」 
 伊藤 晴祥（⻘⼭学院⼤学） 
 
１４：４５−１５：４５ [会場 S302] 
研究報告（６） 座⻑：佐藤 公俊（神奈川⼤学） 

「マッピング可視化ツールを活⽤した 「リアルオプション」のビブリオメトリクス」 
 ⼩林 秀⼆（早稲⽥⼤学/東京⼤学） 

「移籍と放出を考慮したサッカー選⼿評価のためのリアルオプションフレームワーク」 
 ⼯藤 佑太*（東京理科⼤学）・下清⽔ 慎（東京理科⼤学）・後藤 允（東京理

科⼤学）・Martyn Williams（(株)セレッソ⼤阪）・野⼝ 直⼈（(株)セレッソ
⼤阪）・佐々⽊ 翔平（ヤンマーホールディングス(株)）・⾼居 明弘（ヤンマ
ーホールディングス(株)） 

 
 
１５：４５−１６：１５ 表彰委員会 [会場 S301] 
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